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Recently, the conversion of “chaya” to restaurant has been proceeding in Japanese traditional entertainment districts. 
The aim of this paper is to clarify the relationship between the conversion and the change of fire risk. In Pontocho area, 
the number of “chaya” has been down about 70 percent, and restaurant has increased eightfold from 1954. Especially, 
many conversions occurred in periphery district of Pontocho area that correspond to evacuation routes. It is thought that 
fire risk of restaurant is higher than “chaya” because restaurant has many opportunities to use fire. Therefore, it is 
necessary to examine enriching fire extinguishing equipments in periphery district as well as in alleys. 
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表 1	 お茶屋と飲食店の増減率 
図 2	 1954（昭和 29）年の先斗町の建物用途 






































図 5	 先斗町内の消火器の設置位置と未設置路地の現状 
図 4	 先斗町花街における建物の用途転換の実態 
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6 
でなく、これらの区域においても重点的に初期消火の対策を実施する必要があると考えられる。 
	 従来、歴史的な木造密集市街地における防火対策では、路地内の延焼を防ぐための消火設備の充実が重点
的に考えられてきた。しかし、建物の用途転換や地区レベルでの土地利用の転換という側面から捉え直すと、
路地以外にも火災発生の危険性が高く、重点的に初期消火の設備投資をすべき区域が存在し得ることを本研
究の成果から指摘することができる。今後、先斗町をはじめとした花街においては、路地と土地利用の現状
という双方の視点から防火対策を検討していくことが重要になると考える。 
 
 
補注	 
(1) 京都五花街とは、祇園甲部・祇園東・宮川町・先斗町・上七軒の花街を指す。 
(2) 本研究では「火災発生の危険性」を厨房の有無のみから判断している。耐火・非耐火の別など、建物の構造的な違
いからの「火災発生の危険性」については、別途検討する必要がある。 
(3) 本研究において「土地利用の転換」は地区レベルの用途転換、「建物の用途転換」は建物単体の用途転換を指す。 
(4) 飲食店は建築基準法2条2項に定める特殊建築物に該当し、100㎡を超える用途転換は建築確認が必要（建築基準法87
条）となる。しかし、お茶屋と飲食店は類似用途のため（建築基準法施行令137条の17）適用除外となる。その他、
消防法に基づく消防用設備の設置などに関する規制はあるが、建築物の防火・耐火構造に関するものではない。 
(5) 鴨川をどりの開催にあわせて発行されるパンフレットには、先斗町の歴史や舞踊演目、出演する芸妓・舞妓の紹介
などの情報が掲載されている。お茶屋組合に所属するお茶屋の一覧も掲載されており、本研究ではこれを活用した。 
(6) 実際に先斗町内で火事が発生した際には、木屋町通りからホースを伸ばして消火活動が行われた。 
(7) 第二次世界大戦末期、全国の主要都市では空襲による市街地の延焼を防ぐため、建物を強制的に撤去して火除け空
地を生み出す建物疎開が行われた。京都市内では五条通りの拡幅が顕著な例である。 
(8) 京都府立総合資料館に所蔵されているパンフレット（先斗町歌舞練場・先斗町歌舞会編『鴨川をどり』）のほか、
不足分については先斗町の住民が所有するパンフレットを用いて作成した。ただし、大正期以前および戦中戦後の
混乱期、昭和50年代のパンフレットはほとんど保管されていなかっため、空白としている。 
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